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事
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事
で
依
頼
さ
れ
た
こ
と
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し
ま
っ
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電
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の
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り
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え

時
に
迷
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に
な
っ
た
り
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行
動
の
目
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を
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失
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す
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今
ま
で
使
え
た
携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン
で
戸
惑
う
こ
と
が
増
え
ま

し
た
。
特
に
文
章
入
力
で
の
漢
字
変

換
。
選
択
候
補
が
た
く
さ
ん
出
て
く
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と
、
も
う
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思
っ
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し
ま
い
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す
。

―
職
場
の
人
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ど
の
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う
な
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ト
が
あ
り
が
た
い
と
感
じ
ま
す
か

　

病
気
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周
り
の
人
に
オ
ー
プ
ン
に

し
て
い
な
い
時
期
は
、
普
通
の
人
と

同
じ
な
の
で「
で
き
な
い
」と
言
う
こ

と
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
上
司
と
相

談
し
、
オ
ー
プ
ン
に
し
て
か
ら
は
就

労
支
援
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
か

た
が
職
場
と
つ
な
が
り
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
は
私
か
ら
、

で
き
な
い
と
か
、
時
間
が
必
要
だ
と

か
職
場
で
言
い
や
す
い
環
境
を
作
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

―
日
常
生
活
で
意
識
し
て
い
る
こ

と
、
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か

　

こ
の
病
気
は
周
り
か
ら
の
ア
ウ
ェ

イ
感
や
、
自
分
自
身
で
は「
前
の
よ

う
に
で
き
な
い
」と
い
う
も
ど
か
し

さ
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
こ
の
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不
尽
で
つ
じ
つ

ま
が
合
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世
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帳
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合

わ
な
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こ
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を
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け
入
れ
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け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
で
き
な
い
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、
誰
か
が
傷
つ
い
た
り
し

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ゆ
っ
く
り
と
一

歩
一
歩
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て「
認
知
症

と
言
わ
れ
て
も
、
周
り
の
人
の
サ
ポ

ー
ト
が
あ
れ
ば
こ
ん
な
こ
と
が
で
き

る
」と
い
う
こ
と
を
証
明
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

認知症 1万人時代
認知症を正しく知る

インタビュー

【周囲の人が知る！】
認知症サポーター養成講座・
認知症キッズサポーター養成講座

【自分自身で知る！】
脳とからだの健康チェック
（認知機能検査）

【困ったときの道しるべ！】
認知症の総合相談窓口
「認知症灯台」

若
年
性
認
知
症
と
向
き
合
っ
て
〜

小
野
寺
朗
氏

認知症1万人時代　認知症を正しく知る

　わが国における認知症の人の数は、「令和2年に600万人を超えており、いわゆる団塊の世
代の全員が後期高齢者（75歳以上）になる同7年には700万人に達する」との推計結果があり
ます※。
　この推計を大和市に当てはめると、本市の認知症の人の数は今年4月に1万人を超えてい
ると推測されます。高齢化がますます進行していく中で、認知症の人が増えていくことは確
実な状況です。認知症の人と家族が住み慣れた地域で安心して暮らせるために、私たち一人
一人が認知症を自分ごととして捉え、正しく理解しましょう。

認知症ってなに？

市の取り組み　認知症を正しく知るために

問保健福祉センター人生100年推進課認知症施策推進係☎（260）5612 （262）0999

　認知症は脳の病気です。「記憶する」「時間、場所、人などを確認する」などの大脳の機能が、日常生活に支障を
来すほどに低下する病気の総称です。

　

市
内
在
住
の
小
野
寺
朗
さ
ん
は
、
50
歳
で「
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
」と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
60
歳
に
な
っ
た
今

も
勤
務
先
の
郵
便
局
で
職
場
の
仲
間
の
理
解
を
得
て
、
ご

自
身
の
工
夫
も
生
か
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
。

　認知症の人と家族が、住み慣れた地域で人とのつながりを保ちながら自分らしく暮らしていくためには、周囲
の人が認知症を正しく理解し支えていくことが大切です。市では、その助けとなるための事業を実施しています。

　年を取ると誰でも、思い出した
いことがすぐに思い出せなかった
り、新しいことを覚えるのが難し
くなったりします。物忘れでは、
例えば「昨日、夕食に何を食べたか
思い出せない」ところを、認知症は
「夕食を食べた」こと自体を忘れて
しまいます。こうした点で、加齢
による物忘れと認知症は根本的に
異なります。

　認知症＝高齢者と思われがちですが、働き盛りの世
代でも発症することがあります。65歳未満で発症した
認知症は「若年性認知症」とされます。若年性認知症の
発症年齢は平均で51.3歳※で、約3割は50歳未満で発
症しています。こうした世代は、仕事、家事、子育て
などの主な担い手であるため、本人や家族の生活に大
きな影響を及ぼします。

　ただし、若年性認知症は早期発見・治療により病気
の進行を遅らせたり、症状を改善できる場合もありま
す。治療をしながら、地域や職場の人たちの協力を得
て仕事を続け、生き生きと暮らしている人も少なくあ
りません。

※「若年性認知症の実態と対応の基盤整備に関する研究」の調査結果の概
要（厚生労働省）

　「認知症サポーター」は、認知症を理
解し、認知症の人や家族を温かく見守
る応援者です。小学生対象のキッズサ
ポーター養成講座も開催しています。
講座修了者には、認知症サポーターの
証しである「認知症サポーターカード」
を交付。認知症サポーター養成講座受
講者数は、今年7月現在で延べ1万7,668
人となります。

　簡単な体力測定のほか、タブレット
端末を使用して記憶力や注意力などの
問題を解くことで、現在の脳と体の健
康度を同年代と比較します。検査後に
は、認知症予防に関する保健指導も受
けられます。
対　象▶65歳以上の市内在住者
実施時期▶毎月（日程は広報やまとなど
でお知らせ）。

と　き▶9月21日（火）・22日（水）
午前10時～午後4時
ところ▶シリウス1階ギャラリー
申し込み▶不要。

市の認知症施策に関する展示会を実施します。
内　容▶ひとことカード（本人の声）の展示、コグ
ニサイズの動画視聴と体験、脳とからだの健康
チェック体験など

　市は、認知症に関して迷ったときの
最初の相談先（道しるべ）となるように
「認知症灯台」という相談窓口を開設し
ています。保健師、社会福祉士などの
職員が相談に応じます。
相談専用ダイヤル
 ☎（260）5641
月～金曜日午前8時30分～午後5時15分
（祝日、年末年始を除く）。

※人数はいずれも「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究（平成26年
度厚生労働科学研究費補助金特別研究事業九州大学二宮教授）」

認知症と加齢による物忘れの違い

認知症とともに
暮らすまち
やまと展

若年性認知症

左腕に書き込みのできる
メモバンドを着けて勤務

認知症による物忘れ
（日常生活に支障あり）

加齢による物忘れ
（日常生活に支障なし）

忘れたという自覚がなく、頻繁
に起こる 物忘れをしている自覚がある

体験や出来事の全てを忘れる 体験や出来事の一部を忘れる

ヒントがあってもピンとこない ヒントがあれば思い出せる

年や日付、曜日、季節が分から
なくなる

年や日付、曜日を間違えることが
ある
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